
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」

の
本
歌
と
付
合

一
、
は
じ
め
に

「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
は
、
そ
の
全
句
に
渡
り
『
新
古
今
和
歌
集
』

の
歌
を
本
歌
取
り
し
た
連
歌
で
あ
る
。
新
古
今
集
の
調
三
を
織
り
込

み
な
が
ら
、
な
お
か
つ
連
歌
と
し
て
の
形
式
を
整
え
る
と
こ
ろ
に
、

当
該
連
歌
の
困
難
や
興
趣
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
ひ
と
ま
ず

は
推
測
で
き
る
。

さ
て
、
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
も
連
歌
で
あ
る
か
ら
に
は
、
あ
る

句
と
そ
の
前
後
の
匂
の
聞
に
、
何
ら
か
の
関
連
性
が
存
在
し
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
ら
の
句
の
本
歌
の
聞
に
も
関
連
性
が
存

在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
座
に
お
け
る
作
句
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
前
匂
を
聞
き
、
そ

れ
に
合
う
歌
を
新
古
今
集
か
ら
探
し
出
し
、
そ
の
一
部
を
調
と
し
て

摂
取
し
た
句
を
詠
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
句
に
歌
の
詞
を
引
用
す
る

こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
な
ら
、
本
歌
の
決
定
が
作
句
の
前
提
に
な

竹

島

希

っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
過
程
で
、
次
の
匂
の
本
歌
を
想

起
す
る
と
い
う
と
き
、
歌
の
意
味
が
そ
の
鍵
に
な
っ
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
.
和
歌
の
意
味
の
み
を
記
憶
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、

情
報
量
の
点
か
ら
も
非
効
率
的
で
あ
る
。
実
際
、
以
下
の
分
析
を
通

し
て
、
意
味
よ
り
も
表
面
的
な
徴
に
よ
っ
て
和
歌
が
想
起
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
当
該
連
歌
に
お
け
る
隣
接
す
る
句
同
士
の
、
さ
ら
に
は

隣
接
す
る
本
歌
同
士
の
関
係
性
を
講
究
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

最
初
に
そ
の
準
備
と
し
て
、
当
該
連
歌
の
本
歌
と
な
っ
た
和
歌
を
総

体
的
に
考
察
し
、
そ
の
後
付
合
の
形
式
を
考
え
る
。
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二
、
本
歌
と
そ
の
傾
向

「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
の
本
歌
に
採
択
さ
れ
た
歌
に
は
、
ど
の
よ

う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
当
該
連
歌
に
お
い
て
、



同
一
の
歌
が
三
度
本
歌
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、

た
三
】
。

一
例
限
り
で
あ
っ

表
1 

作
者
別
被
選
歌
数
三

616 616 6 616 514 3 2 1 

3 3 3 3 3 3 3 4 6 8 9 14 
被選数歌

首 首 首 首 首 首 首 首 首 首 首 首

藤原家隆
寂蓮 寂然

式
紀貫之

柿本人麻目 飛鳥井雅経

慈円
藤宮経 藤富成 藤皇家

行西

親子王肉 歌人

4首3 3首5 14 4首9 3首3 2首3 22 9首2 7首B n 首 4首6 9首5 選首 首

自 自 自 自 由 自 自 自 自由
. ， . . ， . • 11 • 

占ノ、 ムノ、 ムノ、 占ノ、 ーノ、 ーノ、 ノ、

※
「
自
・
六
」
の
欄
は
、
当
苗
歌
人
が
自
讃
歌
・
六
車
豊
町
作
者
で
あ
る
か
を

一市す

表
ー
は
、
当
該
連
歌
が
基
づ
く
本
歌
の
、
作
者
別
被
選
歌
数
の
統

許
で
あ
る
。

西
行
以
下
五
位
ま
で
を
新
古
今
集
時
代
の
当
代
歌
人
が
占
め
て
い

る
点
、
ま
た
自
讃
歌
の
作
者
と
の
重
複
が
多
い
点
が
目
に
留
ま
る
。

ま
ず
、
前
者
は
、
新
古
今
集
入
集
歌
数
の
反
映
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

統
計
に
よ
る
と
、
西
行
・
藤
原
定
家
・
藤
原
俊
成
の
上
位
三
名
に
よ

っ
て
、
本
歌
の
三
割
程
度
が
占
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
、

中
世
歌
壇
の
彼
ら
を
重
ん
じ
る
姿
勢
と
の
一
貫
性
を
示
し
て
い
る
に

渇
き
ず
、
こ
の
三
名
は
言
わ
ば
例
外
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ

の
三
名
以
外
の
当
代
歌
人
を
尊
重
す
る
強
度
は
強
く
は
な
い
。
雅
経

・
式
子
内
親
主
・
寂
蓮
・
家
隆
は
三
首
選
ば
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

人
麻

E
・
貫
之
と
同
数
で
あ
り
、
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
後
鳥
羽

院
に
至
つ
て
は
一
首
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
古
今
集
時
代
の
代
表
的

作
者
を
選
集
し
た
自
讃
歌
と
の
関
係
を
示
す
後
者
と
矛
盾
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
他
の
自
讃
歌
作
者
(
宮
内
卿
・
後
鳥
羽

院
・
俊
成
女
・
藤
原
有
家
・
藤
原
秀
能
・
源
具
親
・
源
通
具
・
源
通

光
)
の
扱
い
の
低
さ
(
特
に
宮
内
卿
・
藤
原
有
家
・
源
具
親
は
一
首

も
還
ば
れ
て
い
な
い
)
を
思
う
と
、
自
讃
歌
作
者
と
の
重
複
に
当
代

歌
人
の
尊
崇
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
は
り
、
西
行
等
六
家
集

の
歌
人
が
上
位
を
占
有
す
る
こ
と
の
理
由
を
、
彼
ら
の
和
歌
が
新
古

今
集
に
数
多
く
入
集
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
た
い
。

表
ー
か
ら
は
、
本
歌
の
還
択
に
お
い
て
、
特
定
の
時
代
・
作
者
を

過
度
に
重
じ
る
意
識
が
連
衆
の
聞
に
は
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る。
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表
2 

秀
歌
還
と
の
重
複
状
況

59 57 53 47 45 45 40 38 31 29 28 24 23 19 17 12 714 1華
七 九 九 九 五 五

九四
歌番号四 七 七 五 六 A 四 九 O 六 九 ムノ、 五 J¥. 

占ノ、 四 O 四 四 O 玉
J¥. 九

柳青 心

直火事屋くを波離る

日 日 ふ 野 忘 露よ 草
尾上

雲嵐に

布告 六
語昔ら

霧立
跡吹送き 分峰か

集新古J調寸L 

月も
暮夕も 暮夕も

り

契なるとり

の dコの戸
の

山も れなり
庵 の

植植Sええこ

道
上ち葛 を し の 鐘 の む

る の の 里 の iすz る る る
も し る

自 代 代 自 大 自 由 自 由 自 自 由 自 自 自 自 自
. ， . 

秀歌遺大 来 来. 
自 自

4し且 嗣l 制
の の

宮月を

詞 調 望

'194 87 76 沼 71 位

七
l 六 六 ノ、 七
九 O 七 四

五

霞落
し

れ乱
1:1ミ 人

誰かl;t 
時み 答はし

騨てく
tま

イコ
と v' へ とて 特

る た ず lま
そ じ む

大 自 自 大

来 来

申l 伽J
の の

調
冒司

な甲し

一
市
町
一
六
七
一
波
に
荒
ら
す
な
一
合
宇
一
-
苧
由
一
制
の
詞
申
な
し
)
圏
一

※
「
秀
歌
選
」
の
欄
で
は
、
近
代
秀
歌
H
代
、
詠
歌
大
概
H
大
、
融
歌
一
体
H

一
、
近
来
風
体
U

来
、
自
讃
歌
U

自
の
略
称
を
用
い
る
Z

※
備
考
欄
の
「
制
の
調
(
甲
な
L
)
」
は
、
当
融
調
が
『
詠
歌
一
体
』
甲
本
で

は
制
の
調
で
は
な
い
こ
と
を
示
す

表
2
は
、
本
歌
と
し
て
遺
ば
れ
た
和
歌
の
、
他
の
秀
歌
選
と
の
重

複
状
況
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
自
讃
歌
と
の
重
複
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
偶
然
の

結
果
で
あ
ろ
う
。
自
讃
歌
と
し
て
一
書
に
な
さ
れ
て
い
る
歌
の
中
で
、

新
古
今
集
が
出
典
、
と
恩
わ
れ
る
も
の
は
一
五
二
首
で
あ
る
。
表
2
か

ら
、
当
該
連
歌
の
本
歌
と
自
讃
歌
と
の
重
複
は
一
九
首
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
が
、
そ
の
一
五
二
首
に
お
け
る
割
合
は
日
%
と
決
し
て
高

く
は
な
い
。
他
の
秀
歌
遺
の
場
合
も
同
様
に
低
く
、
こ
の
こ
と
は
特

定
の
秀
歌
遍
か
ら
本
歌
を
選
択
し
た
形
跡
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
本
歌
が
他
で
も
な
い
新
古
今
集
か
ら
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と

.58. 



を
改
め
て
確
認
し
た
。

ま
た
、
制
の
詞
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
も
看
過
で
き
な
い
。
優
れ

た
新
古
今
的
表
現
の
後
人
に
よ
る
安
易
な
模
倣
を
制
限
す
る
た
め

に
、
制
の
詞
は
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
制
の
調
を
四

句
に
渡
り
摂
取
す
る
こ
と
は
、
第
一
に
禁
制
に
対
す
る
、
第
二
に
名

高
い
新
古
今
的
表
現
に
対
す
る
意
識
の
希
薄
さ
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
原
則
的
に
避
け
る
べ
き
は
ず
の
制
の
詞
が
四
句
に
も
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
連
衆
に
絶
対
的
な
禁
止
意
識
が
低
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
斬
新
な
新
古
今
的
表
現
を
四
句
に
し
か
摂
取
し

な
い
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
新
古
今
集
ら
し
さ
を
、
摂
取
す
る
際
の

興
味
の
中
心
に
据
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
連
衆
に
制

の
調
に
関
す
る
知
識
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
制
の
調

よ
り
も
新
古
今
集
に
入
集
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
方
が
重
要
視
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
発
句
「
花
に
明
け
て
峰
に
分
る
る
雲
も
な
し
」
の
新
古

今
集
詞
「
峰
に
分
る
る
」
は
、
元
を
正
せ
ば
、
句
の
本
歌
(
第
三
章

参
照
)
の
本
歌
取
り
の
典
拠
「
風
吹
け
ば
樹
吋
対
引
引
白
雲
の
絶
え

て
つ
れ
な
き
若
が
心
か
」
(
古
今
集
・
恋
二
・
六

O
一
・
壬
生
忠
与
)

の
調
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
峰
に
分
る
る
」
を
摂
取
す
る
こ
と

は
、
二
重
に
典
拠
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
場
合
も
、

あ
く
ま
で
も
新
古
今
集
歌
で
あ
る
か
が
問
題
だ
っ
た
の
で
は
な
い

泊

表
2
か
ら
は
、
新
古
今
集
か
ら
本
歌
を
選
択
し
た
こ
と
、
ま
た
新

古
今
集
へ
の
入
集
を
重
視
し
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

※
占
有
率
リ
そ
の
部
立
の
輯
歌
教
に
お
け
る
被
還
歌
教
の
割
合

表
3
は
、
本
歌
と
な
っ
た
和
歌
が
分
類
さ
れ
る
、
新
古
今
集
の
部

立
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
該
連
歌
の
本
歌
の
所
属
と
し
て
、
最
も
多
数
を
占
め
る
春
上
で

さ
え
、
全
本
歌
の
一
割
程
度
し
か
選
択
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

本
歌
は
新
古
今
集
内
で
適
度
に
分
散
し
て
い
る
と
い
え
、
表
ー
か
ら

導
き
出
し
た
、
特
定
の
時
代
や
作
者
を
噂
重
す
る
意
識
の
な
い
こ
と

と
合
わ
せ
て
、
本
歌
選
択
に
お
け
る
非
偏
向
性
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
三
表
か
ら
読
み
取
っ
た
内
容
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
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一
、
本
歌
の
遺
択
は
、
新
古
今
集
を
対
象
と
し
て
い
る
(
表
2
)

一
、
他
の
秀
歌
還
と
の
重
複
は
問
題
で
は
な
い
(
表
2
)



一
、
新
古
今
集
時
代
を
特
別
視
し
て
は
い
な
い
(
表
1
)

一
、
新
古
今
集
内
で
、
本
歌
の
採
用
に
関
す
る
偏
差
は
存
在
し

な
い
(
表
1
・
3
)

の
四
点
に
集
約
で
き
る
。

三
、
句
・
本
歌
と
付
合

第
二
章
の
分
析
に
よ
っ
て
、
本
歌
の
遍
択
は
新
古
今
集
か
ら
窓
意

的
な
偏
り
な
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
で
は
、
そ
の
選
択
は

ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

最
初
に
、
発
句
か
ら
第
三
ま
で
を
詳
し
く
見
て
、
大
ま
か
な
見
通

し
を
立
て
た
い
。

1

圃
に
明
け
て
峰
に
分
る
る
雲
も
な
し
鷲
尾
隆
康

春
の
夜
の
夢
の
浮
橋
と
だ
え
し
て
峰
に
分
る
る
横
雲
の
空

(
春
上
・
三
人
・
藤
原
定
家
)

あ
ひ
見
て
も
峰
に
分
る
る
白
雲
の
か
か
る
こ
の
世
の
厭
は
し
き
か

な

(

釈

教

・

一

九

五

八

・

源

季

広

)

2

春
の
夜
一
夜
霞
み
来
し
国
後
柏
原
天
皇

今
朝
は
し
も
嘆
き
も
す
ら
む
い
た
づ
ら
に
春
の
夜
一
夜
夢
を
だ
に

見

で

(

恋

三

・

一

一

七

八

・

和

泉

式

部

)

3

帰
る
雁
今
は
の
声
も
名
残
に
て
冷
泉
永
宜
き

帰
る
雁
今
は
の
心
あ
り
あ
け
に
開
凶
咽
ど
の
名
こ
そ
惜
し
け
れ
意

(
春
上
・
六
二
・
藤
原
良
経
)

発
句
の
本
歌
に
は
、
藤
原
定
家
詠
と
源
季
広
詠
の
三
首
を
想
定
し

た
。
発
句
に
含
ま
れ
る
新
古
今
集
詞
「
峰
に
分
る
る
」
が
、
両
首
に

同
様
に
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
よ
り
精
確
に
は
、
発

句
の
「
花
に
明
け
て
」
と
定
家
詠
の
「
夜
の
夢
の
浮
橋
と
だ
え
」
に
、

と
も
に
夜
明
け
の
時
間
帯
で
あ
る
と
い
う
呼
応
が
見
ら
れ
、
本
歌
は

定
家
詠
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
、
脇
句
の
作
者
後
柏
原
天
皇
も
発
句
の
本
歌
を
定
家
詠
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
、
定
家
詠
の
「
春
の
夜
の
夢
の
浮
橋
」
と
類
似

す
る
「
春
の
夜
一
夜
夢
」
を
含
む
和
泉
式
部
詠
を
本
歌
と
し
て
脇
句

を
作
し
て
い
る
こ
と
に
窺
え
る
。

ま
た
、
発
句
の
「
花
」
と
脇
句
の
「
月
」
は
、
そ
の
本
歌
に
含
ま

れ
な
い
、
句
独
自
の
趣
向
で
あ
る
。
張
行
年
月
は
三
月
一
八
日
で
あ

る
か
ら
、
発
句
の
「
花
」
は
時
宜
に
遭
っ
た
素
材
で
あ
る
。
そ
し
て

脇
句
の
「
月
」
は
、
発
句
に
格
を
合
わ
せ
る
た
め
に
詠
ま
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
第
三
は
、
「
月
と
花
」
と
い
う
調
を
含
む

本
歌
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
句
に
表
れ
て
は
い
な
い
と
は
い

え
、
発
句
と
脇
句
の
趣
向
を
意
識
し
た
本
歌
を
取
る
こ
と
で
、
連
続

性
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
骸
連
歌
で
は
、
隣
接
す
る
句
・
本
歌
に
共
通
の
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事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
本
稿
は
、
付
合
の

型
を
以
下
の
四
種
に
分
類
し
、
考
察
を
加
え
る
。

①
隣
接
す
る
本
歌
が
同
一
作
者
に
よ
る
も
の

②
隣
接
す
る
本
歌
が
同
一
部
立
で
あ
る
も
の

③
隣
接
す
る
句
・
本
歌
が
同
一
の
言
葉
を
含
む
も
の

④
介
在
す
る
寄
合
が
句
を
結
び
付
け
る
も
の

① 

隣
接
す
る
本
歌
が
同
一
作
者
に
よ
る
も
の

本
歌
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
最
も
単
純
な
契
機
に
は
、
同
じ
作
者
の

和
歌
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
型
に
よ
る
付
合
は
、
一
一
例

を
数
え
る
。

(
ア
)

ロ
我
恩
ふ
ど
ち
昔
語
ら
む
知
仁
親
主

山
里
に
引
剖
世
厭
は
む
友
も
が
な
悔
し
く
過
ぎ
し
昔
語
ら
む

(
雑
中
・
一
六
五
九
・
西
行
)

日
交
は
る
に
知
ら
れ
ず
知
ら
ぬ
中
は
到

U

万
里
小
路
秀
房

疎
く
な
る
人
を
何
と
て
恨
む
ら
ん
知
ら
れ
ず
知
ら
ぬ
折
も
あ
り
し

に

(

恋

四

・

一

二

九

七

・

西

行

)

mは
、
前
匂
と
同
じ
西
行
詠
を
本
歌
と
し
て
い
る
。
言
葉
の
上
で

も
、
「
山
里
に
」
歌
に
あ
る
「
う
き
世
」
を
、
「
中
は
憂
し
」
の
表

現
で
受
け
て
い
る
。
相
手
と
の
距
離
を
詠
じ
る
内
容
の
点
か
ら
も
、

両
首
、
さ
ら
に
両
句
は
、
適
切
な
付
合
で
あ
る
。

(
イ
)

円
相
常
磐
に
て
杉
の
む
ら
立
ち
陰
測
刈
甘
露
寺
元
長

叫
測
叫
哨
杉
の
む
ら
立
ち
見
え
ぬ
ま
で
尾
上
の
風
に
花
の
散
る
か
な

(
春
下
・
三
一
二
・
源
経
信
)

聞
か
ず
と
も
こ
こ
を
せ
に
せ
む
岡
幽
叫
岡
の
原
の
杉
の
む
ら
立
ち

(
夏
・
二
一
七
・
西
行
)

品
あ
は
れ
知
る
ら
む
圃
の
声
々
三
条
西
公
条

誰
住
み
て
あ
は
れ
知
る
ら
む
叫
里
の
雨
降
り
す
さ
む
夕
暮
の
空

(
雑
中
・
一
六
四
二
・
西
行
)

必
に
は
二
首
の
本
歌
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
句
の
「
陰

深
み
」
と
源
経
信
詠
の
「
山
深
み
」
の
重
な
り
に
よ
っ
て
、
経
信
詠

が
本
歌
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
叫
が
付
く
と
、
俄
然
西
行
詠
の

方
が
本
歌
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
叫
の
本
歌
の
作
者
が
西

行
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
句
に
「
鳥
の
声
々
」
と
詠
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
烏
の
趣
向
は
、
制
の
本
歌
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
叫
の
前
後
で
烏
の
話
題
が
見
え
る
の
は
、
日
却
の
西
行
詠

の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
必
の
本
歌
を
西
行
詠
に
す
る
と
、
「
時
鳥
」

か
ら
「
鳥
の
声
々
」
と
い
う
よ
う
に
、
無
理
な
く
接
続
す
る
。
つ
ま

り
、
円
相
の
時
点
で
は
本
歌
は
経
信
詠
で
あ
っ
た
が
、
叫
が
付
け
ら
れ

-61 -



た
こ
と
で
、
必
の
本
歌
の
資
格
が
西
行
詠
の
方
に
移
行
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
制
を
付
け
た
公
条
の
手
柄
で
あ
る
が
、
同
じ
新

古
今
集
調
を
含
む
歌
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
な
け
れ

ば
、
前
匂
の
本
歌
を
変
化
さ
せ
る
付
合
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

② 

隣
接
す
る
本
歌
が
同
一
部
立
で
あ
る
も
の

次
に
、
隣
接
す
る
本
歌
が
、
新
古
今
集
内
で
同
じ
部
立
に
入
集
し

て
い
る
付
合
を
考
察
す
る
。
こ
の
型
の
付
合
は
四
例
存
在
す
る
。

(
ウ
)

7

暮
る
る
よ
り
霧
立
ち
上
る
叫
高
み
三
条
西
公
条

村
雨
の
露
も
ま
だ
ひ
ぬ
蝿
材
d
d蝿
に
霧
立
ち
上
る
秋
の
夕
暮

(
秋
下
・
四
九
一
・
寂
蓮
)

8

樽
ま
ば
ら
に
圏
ぞ
な
り
行
く
万
里
小
路
秀
房

立
田
叫
柑
ま
ば
ら
に
な
る
ま
ま
に
深
く
も
鹿
の

4
d
dな
る
か
な

(
秋
下
・
四
五
一
・
俊
恵
)

(

エ

)

お
剣
一
ー
木
時
雨
に
濡
れ
ぬ
宿
り
貸
せ
庭
田
重
親

心
と
や
紅
葉
は
す
ら
む
立
田
叫
剖
は
時
雨
に
濡
れ
ぬ
も
の
か
は

(
秋
下
・
五
一
一
七
・
藤
原
俊
成
)

ま
さ
の
葉
か
づ
ら
散
り
ま
が
ふ
日
凶
三
条
西
公
条

26 

叫
叫
に
遣
ふ
ま
さ
の
葉
か
づ
ら
散
り
に
け
り
外
崎
の
秋
は
風
す
さ
ぶ

ら

む

(

秋

下

・

玉

三

八

・

西

行

)

(
オ
)

拘
浅
茅
生
に
手
枕
な
る
る
虫
の
声
万
里
小
路
秀
房

測
の
色
は
障
に
疎
く
な
り
行
け
ど
手
枕
な
る
る
聞
の
月
影

(
秋
上
・
四
一
二
二
・
式
子
内
親
王
)

加
か
く
も
寂
し
会
圃
は
い
か
な
る
冷
泉
永
宜

お
ぼ
つ
か
な
測
は
い
か
な
る
ゆ
ゑ
の
あ
れ
ば
す
ず
ろ
に
物
の
か
な

し

か

る

ら

む

(

秋

上

・

一

二

六

七

・

西

行

)

以
上
の
三
例
は
、
秋
土
・
秋
下
の
部
立
に
属
し
て
い
る
本
歌
に
よ

る
付
合
で
あ
る
。
付
匂
の
「
秋
」
(
ウ
・
オ
)
・
「
こ
ろ
」
(
エ
)
の

表
現
は
、
前
句
と
時
節
を
合
わ
せ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の

点
に
前
句
の
本
歌
と
同
じ
部
立
の
本
歌
を
選
択
し
た
影
響
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

特
に
(
エ
)
の
趣
向
は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
付
句
の
作
者
公
条

は
、
前
句
の
「
松
」
か
ら
お
の
本
歌
の
「
松
に
遭
ふ
」
を
連
組
し
、

そ
し
て
す
ぐ
下
の
「
ま
さ
の
葉
か
づ
ら
散
り
」
を
調
と
し
て
摂
取
す

る
。
す
る
と
、
付
合
で
は
、
前
句
の
「
松
」
に
付
句
の
「
ま
さ
の
葉

か
づ
ら
」
が
「
遺
」
っ
て
い
る
情
景
に
な
り
、
お
/
舗
の
付
合
全
体

が
お
の
本
歌
に
依
存
し
た
緊
密
な
付
合
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

詞
の
切
り
取
り
方
に
、
そ
の
手
腕
が
表
れ
て
い
る
。
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(
カ
)

間
町
朝
に
今
色
な
き
人
の
あ
ら
じ
か
し
知
仁
親
主

明
石
潟
色
な
き
人
の
袖
を
見
よ
す
ず
ろ
に
月
も
宿
る
物
か
は

(
雑
上
・
一
五
五
八
・
藤
原
秀
能
)

路
小
田
の
幽
の
声
の
あ
は
れ
さ
冷
泉
永
宣

折
に
あ
へ
ば
こ
れ
も
さ
す
が
に
あ
は
れ
な
り
小
田
の
闘
の
夕
暮
の

声

緬

判

・
一
四
七
七
・
藤
原
忠
良
)

(
カ
)
の
付
A
口
の
起
点
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
の
三
例
の
よ
う

な
四
季
の
部
立
で
は
な
く
、
雑
の
部
で
あ
る
。
鈎
に
三
例
の
よ
う
な

時
聞
を
表
す
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
維
の
部
立
の
本
歌
に

よ
っ
て
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
雑
部
は
四
季
の
部
に
比

し
て
統
一
性
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
付
句
に
時
間
を
示
す
言
葉
を
含

ま
せ
て
前
句
と
の
一
体
感
を
高
め
る
と
い
う
単
純
な
方
法
は
と
り
に

く
い
。
併
の
本
歌
は
秋
で
あ
る
が
、
一
句
は
春
の
季
で
あ
る
。
永
宜

は
同
じ
雑
上
の
部
立
の
春
の
歌
と
い
う
こ
と
で
、
舗
の
本
歌
を
想
起

し
、
前
句
に
季
節
を
合
わ
せ
て
い
る
。
(
カ
)
で
は
、
共
通
の
部
立

で
あ
る
こ
と
が
有
効
に
活
用
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。

③ 

隣
接
す
る
句
・
本
歌
が
同
一
の
言
葉
を
含
む
も
の

③
で
は
、
前
後
の
句
・
本
歌
に
共
通
の
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
を
考
察
す
る
。

(
キ
)

m
故
郷
の
露
よ
り
な
れ
し
旅
の
袖
甘
露
寺
伊
長

霜
氷
る
袖
に
も
園
は
残
り
け
り
露
よ
り
な
れ
し
有
明
の
月

(4
・
五
九
四
・
源
通
具
)

却
月
に
留
め
て
魁
叫
忍
圃
捌
一
後
柏
原
天
皇

岡
幽
の
剖
叫
る
ま
じ
き
別
れ
か
な
名
残
を
人
の
月
に
留
め
て

(
恋
三
・
一
一
八
五
・
西
行
)

白
羽
剖
な
と
契
り
置
き
し
も
い
つ
な
ら
む
冷
泉
永
宜

胡
刈
じ
と
契
り
て
出
で
し
岡
国
は
魁
J

明
ら
む
も
の
を
故
郷
の
月

(
属
旅
・
九
四
一
・
藤
原
良
経
)

m
t担
の
本
歌
に
は
、
全
て
「
月
」
と
「
影
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

犯
の
「
影
」
は
，
光
H

の
意
味
で
あ
り
、
初
・
担
の
「
面
影
」
と
は

そ
れ
が
異
な
る
と
は
い
え
、
却
か
ら
担
の
本
歌
の
移
動
は
、
語
句
の

表
面
的
な
共
通
性
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ

の
三
首
は
同
じ
表
徴
を
も
つ
こ
と
か
ら
連
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ

が
、
そ
れ
が
句
の
表
面
に
表
れ
て
い
る
の
は
犯
の
み
で
あ
る
こ
と
に

注
意
し
よ
う
。
却
に
付
け
る
却
は
連
想
の
根
拠
を
句
に
明
示
す
る
こ

と
を
も
っ
て
趣
向
と
し
、
一
方
担
は
そ
れ
を
明
示
し
な
い
こ
と
を
も

っ
て
趣
向
と
す
る
。
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(
ク
)

但
狩
人
越
ゆ
る
山
の
下
道
三
条
西
公
条

秋
さ
れ
ば
狩
人
越
ゆ
る
立
田
山
立
ち
て
も
居
て
・
も
物
を
し
ぞ
恩
ふ

(
雑
中
・
一
六
人
八
・
柿
本
人
麻
呂
)

関
谷
狭
み
深
く
も
鹿
の
か
く
ろ
ひ
て
鷲
尾
隆
康

立
田
山
一梢
ま
ば
ら
に
な
る
ま
ま
に
深
く
も
鹿
の
そ
よ
ぐ
な
る
か
な

(
秋
下
・
四
五
一
・
俊
恵
)

犯
は
、
留
の
「
狩
人
」
か
ら
「
鹿
」
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
加
え
て
、
句
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、

m
出
の
本
歌
と
m
m
の

本
歌
は
、
同
じ
「
立
岡
山
」
を
舞
台
と
し
た
和
歌
で
あ
る
。
人
麻
目

詠
は
立
岡
山
|
狩
人
、
俊
恵
詠
は
立
田
山
|
鹿
の
組
み
合
わ
せ
で
記

憶
さ
れ
て
い
て
、
立
田
山
を
媒
と
し
て
俊
恵
詠
が
想
起
さ
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
言
葉
の
共
通
性
と
い
う
視
点
を
応
用
す
れ
ば
、
前
稿

で
二
首
の
本
歌
を
想
定
し
た
句
に
お
い
て
、
そ
の
う
ち
で
よ
り
確
実

性
の
高
い
一
首
を
決
定
し
う
る
。

(
ケ
)

叫
あ
は
れ
知
る
ら
む
烏
の
声
々
三
条
西
公
条

誰
住
み
て
あ
は
れ
知
る
ら
む
山
盟
の
圃
降
り
す
さ
む
舛
剖
の
空

(
雑
中
・
一
六
四
二
・
西
行
)

付
属
材
川
日
も
外
剖
の
帰
る
さ
に
鷲
尾
隆
康

45 

お
の
づ
か
ら
涼
し
く
も
あ
る
か
夏
衣
日
も
州
制
輔
の
圃
の
名
残
に

(
夏
・
二
六
四
・
藤
原
滑
輔
)

い
づ
く
に
か
今
宵
は
宿
を
村
川
対
日
も
列
剖
の
抽
聞
の
嵐
に

(
属
旅
・
九
五
二
・
藤
原
定
家
)

岨
こ
と
の
ほ
か
な
る
袖
の
秋
風
冷
泉
永
宣

山
監
は
世
の
憂
き
よ
り
は
住
み
倖
び
ぬ
こ
と
の
ほ
か
な
る
院
の
嵐

に

(

雑

中

・

一

六

二

三

了

宜

秋

門

院

丹

後

)

必
に
は
二
首
の
本
献
が
想
定
さ
れ
る
。
と
も
に
「
夕
暮
」
の
詞
を

含
み
、
H

悼
の
本
歌
と
呼
応
し
て
い
る
。
特
に
「
雨
」
の
語
を
共
有
す

る
藤
原
滑
輔
詠
を
本
歌
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ

り
も
句
の
「
小
鷹
狩
り
」
と
類
似
す
る
「
か
り
衣
(
「
借
り
」
と
「
狩

衣
」
の
掛
調
)
」
を
含
む
藤
原
定
家
詠
を
本
歌
と
し
た
い

E
。
さ

ら
に
、
岨
の
作
者
永
宣
は
、
定
家
詠
と
同
じ
歌
末
「
峰
の
嵐
に
」
を

も
っ
宜
秋
門
院
丹
後
詠
を
本
歌
と
し
て
作
句
し
て
い
る
。
句
意
や
本

歌
の
内
容
よ
り
も
、
同
じ
歌
末
を
意
図
的
に
反
復
す
る
こ
と
を
、
付

合
の
起
点
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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コ

)

田
山
の
秋
闘
い
と
ど
激
し
き
万
里
小
路
秀
房

み
吉
野
の
山
の
秋
刷
用
小
夜
更
け
て
故
郷
寒
く
衣
打
つ
な
り

(
秋
下
・
四
八
二
了
飛
鳥
井
雅
経
)

飛
鳥
川
紅
葉
葉
流
る
閣
刷
同
凶
の
秋
岡
崎
山
内
包
ぞ
し
く
ら
し



(
秋
下
・
五
四
一
・
柿
本
人
麻
呂
)

回
青
柳
の
圏
も
散
れ
ば
聞
か
け
て
甘
露
寺
一
五
長

削
雲
の
絶
え
間
に
扉
く
青
柳
の
岡
剛
凶
に
春
尉
ぞ
h
h
h
h

(
春
上
・
七
四
・
飛
鳥
井
雅
経
)

印
こ
こ
ら
玉
ゐ
し
波
の
乱
れ
藻
庭
回
重
親

草
の
上
に
こ
こ
ら
玉
ゐ
し
同
創
を
下
葉
の
霜
と
結
ぶ

4
か
な

(4
・
六
一
九
・
曽
祢
好
忠
)

坊
の
新
古
今
集
詞
「
山
の
秋
風
」
は
、
飛
鳥
井
雅
経
詠
と
柿
本
人

麻
巴
詠
の
二
首
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
却
の
本
歌
の
作
者
が

雅
経
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
①
の
要
領
で
、
回
/
却
は
同
一
作

者
の
歌
を
二
首
連
続
さ
せ
た
付
合
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
人
麻
目
詠
の
「
葛
城
の
山
」
と
回
の
本
歌
の
「
葛

城
山
」
の
共
通
点
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
回
の
作
者
元
長
は
、

新
古
今
集
調
「
山
の
秋
風
」
を
も
っ
新
古
今
集
歌
が
三
首
存
在
す
る

こ
と
に
恩
い
至
り
そ
の
両
方
の
特
徴
を
兼
備
し
た
、
す
な
わ
ち
「
葛

城
山
」
を
詠
じ
た
雅
経
歌
詠
を
本
歌
に
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
田
は
「
葛
城
山
」
と
ま
で
は
言
わ
ず
、
「
青
柳
の
葛
」
で
留
め

て
、
名
所
と
無
関
係
で
本
歌
に
も
詠
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
植
物
名
を
新

た
に
詠
み
出
し
て
い
る
。
勿
論
前
句
に
「
山
」
が
あ
る
以
上
、
安
易

に
「
葛
城
山
」
と
詠
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
制
約
を
逆

手
に
取
り
、
元
長
は
趣
向
を
豊
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

(
サ
)

町
山
松
島
や
雄
島
は
別
の
閣
で
か
し
冷
泉
永
宣

立
ち
帰
り
又
も
来
て
見
む
松
島
中
、
雄
島
の
苦
屋
波
に
荒
ら
す
な

(
属
旅
・
九
三
三
了
藤
原
俊
成
)

鎚
苫
屋
は
露
の
も
り
明
か
し
つ
つ
庭
田
重
親

稲
葉
吹
く
風
に
ま
か
せ
て
住
む
庵
は
則
ぞ
ま
こ
と
に
も
り
明
か
し

け

る

(

秋

土

・

四

二

人

・

俊

成

女

)

園
の
固
に
庵
さ
す
賎
の
苫
を
あ
ら
み
刷
と
と
も
に
や
も
り
明
か
す

ら

む

(

秋

上

・

四

二

二

・

藤

原

顕

輔

)

曲
聞
の
本
歌
も
二
首
想
定
し
た
。
同
じ
秋
上
の
部
立
に
属
し
、
月
下

の
庵
の
様
子
を
詠
む
内
容
も
近
し
い
。
だ
が
、
町
引
の
本
歌
の
「
苫
屋
」

を
受
け
た
舗
の
句
の
「
苫
屋
」
を
裏
付
け
る
の
は
、
「
苦
」
の
語
を

持
つ
藤
原
顕
輔
詠
で
あ
る
。
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(
シ
)

図
法
の
道
入
逢
の
鐘
に
言
問
て
鷲
尾
隆
康

叫
旦
の
春
の
夕
暮
来
て
見
れ
ば
入
逢
の
鐘
に
花
ぞ
散
り
け
る

(
春
下
・
一
一
六
・
能
因
)

船
住
む
陰
深
き
叫
の
梯
甘
露
寺
伊
長

白
雲
の
た
な
引
き
渡
る
あ
し
び
き
の
叫
の
梯
今
日
や
越
え
な
む

(
属
旅
・
九

O
六
・
紀
貫
之
)

旅
人
の
袖
吹
き
返
す
秋
風
に
夕
日
寂
し
き
叫
の
梯



(
覇
旅
・
九
五
三
了
藤
原
定
家
)

鉛
の
本
歌
も
二
首
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
夕
暮
れ
の
情
景
を
詠
ん

で
い
る
藤
原
定
家
詠
の
方
が
、
邸
と
の
共
通
性
が
高
く
、
本
歌
と
し

て
適
切
で
あ
る
。

隣
接
す
る
句
や
そ
の
本
歌
を
分
析
す
る
と
、
語
句
の
共
通
性
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
が
強
く
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
の

共
通
性
は
付
け
る
際
に
活
用
さ
れ
る
が
、
(
イ
)
に
見
ら
れ
た
本
歌

の
ず
ら
し
と
い
う
、
も
う
一
段
上
の
趣
向
を
凝
ら
す
と
き
に
、
最
も

有
効
に
機
能
し
て
い
た
。

④ 

介
在
す
る
寄
合
が
句
を
結
び
付
け
る
も
の

③
ま
で
は
、
付
合
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
共
通
性
を
指
摘
し
た
。

①
の
作
者
、
②
の
部
立
、
③
の
言
葉
が
、
次
の
句
の
本
歌
を
呼
び
寄

せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
句
と
本
歌
を
並
置
し
て
み

る
と
認
識
可
能
な
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。
④
で
は
、
そ
れ
ら
で
は

処
理
で
き
な
い
、
表
面
に
は
連
想
の
槙
跡
が
残
さ
れ
て
い
な
い
付
舎

を
考
察
す
る
。

(
ス
)

幻
岩
間
閉
ぢ
し
氷
も
踏
む
に
解
け
ぬ
ら
む
冷
泉
永
宣

岩
間
関
ぢ
し
氷
も
今
朝
は
解
け
初
め
て
苔
の
下
村
道
求
む
ら
む

(
春
上
・
七
・
西
行
)

n
霞
み
て
遠
き
村
例
刻
斗
鷲
尾
隆
康

年
経
た
る
宇
治
の
橋
守
言
聞
は
む
幾
代
に
な
り
ぬ
村
川
村
斗

(
賀
・
七
四
三
了
藤
原
滑
輔
)

お
烏
帰
る
雲
に
嵐
の
吹
絶
え
て
甘
露
寺
伊
長

移
り
行
く
雲
に
嵐
の
声
す
な
り
散
る
か
ま
さ
木
の
葛
城
の
山

(
冬
・
五
六
一
・
飛
鳥
井
雅
経
)

(
ス
)
で
は
、
氾
/
辺
は
水
に
関
係
す
る
本
歌
の
結
び
付
き
で
連

続
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

n
/
犯
の
連
想
の
根
拠
は
明
確
で

は
な
い
。

nの
本
歌
の
「
言
聞
は
む
」
か
ら
、
お
の
本
歌
の
「
声
す

な
り
」
が
、
音
声
と
い
う
共
通
性
に
よ
っ
て
発
想
さ
れ
た
と
は
考
え

に
く
い
。
共
通
の
程
度
が
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
連
歌
ら
し
く
、
寄
舎
を
導
入
し
て
み
よ
う
。
寄
合
書
『
連

珠
合
壁
集
』
Z

に
は
、

水
上
↓
山
の
嵐

嵐
↓
水
上

の
寄
A
口
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
寄
合
と
は
強
い
連
想
関
係
に
あ
る
言

葉
の
こ
と
で
、
特
定
の
古
典
文
学
に
端
を
聞
く
場
合
も
多
い
。
こ
の

二
つ
の
寄
合
も
、
新
古
今
集
・

4
・
五
五
四
・
藤
原
資
宗
の
、

筏
土
よ
待
て
言
聞
は
む
刈
且
は
い
か
ば
か
り
吹
く
叫
川
尉
ぞ

を
典
拠
と
し
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る

2
p
こ
の
歌
を
(
ス
)

に
補
入
し
て
み
よ
う
。
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(メ)

幻
岩
間
関
ぢ
し
氷
も
踏
む
に
解
け
ぬ
ら
む
冷
泉
永
宣

岩
間
閉
ぢ
し
氷
も
今
朝
は
解
け
初
め
て
苔
の
下
村
道
求
む
ら
む

(
春
上
・
七
・
西
行
)

n
霞
み
て
遠
き
村
d
閣

岨

鷲

尾

隆

康

年
経
た
る
宇
治
の
橋
守
言
聞
は
む
幾
代
に
な
り
ぬ
刻
倒
閣
以

(
賀
・
七
四
三
了
藤
原
滑
輔
)

@
筏
士
よ
待
て
曹
聞
は
え
州
国
は
い
か
ば
か
り
蝿
什
崎
の
駈
ぞ

(
剥
・
五
五
四
・
藤
原
資
宗
)

お
烏
帰
る
雲
に
凪
の
蝿
絶
え
て
甘
露
寺
伊
長

移
り
行
く
雲
に
胞
の
声
す
な
り
散
る
か
ま
さ
木
の
葛
城
の
山

知
明
・
五
六
了
飛
鳥
井
雅
経
)

玉
五
四
番
歌
の
補
入
に
よ
り
、

n
/
犯
が
連
続
す
る
根
拠
が
明
ら

か
に
な
る
。

m
の
本
歌
と
王
五
四
番
歌
が
「
言
聞
は
む
」
・
「
水
上
」

の
共
通
性
の
た
め
に
連
続
し
、
ま
た
五
五
四
番
歌
と
お
の
本
歌
は
部

立
と
「
山
」
・
「
嵐
」
の
共
通
性
の
た
め
に
連
続
す
る
。
(
ス
)
で
は
、

句
と
本
歌
の
単
純
な
連
な
り
に
還
元
さ
れ
な
い
連
歌
ら
し
い
連
想
が

働
い
て
い
る
。
次
の
(
セ
)
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

(
セ
)

幻
立
ち
寄
れ
ば
縄
勾
需
に
時
鳥

後
柏
原
天
皇

時
鳥
声
待
つ
ほ
ど
は
片
岡
の
溺
d
刊
に
立
ち
ゃ
濡
れ
ま
し

(
夏
・
一
九
一
・
紫
式
部
)

沼
野
に
も
叫
に
も
行
き
や
ら
ぬ
道
高
倉
範
久

な
が
め
佑
ぴ
ぬ
秋
よ
り
ほ
か
の
宿
も
が
な
野
に
も
叫
に
も
月
や
す

む

ら

む

(

秋

上

・

二

一

八

0
・
式
子
内
親
王
)

お
ぼ
つ
か
な
野
に
も
叫
に
も
リ
叫
耐
の
何
ご
と
を
か
は
恩
ひ
置
く

ら

む

(

秋

下

・

四

六

玉

・

村

上

天

皇

)

却
隠
家
は
人
刺
さ
せ
じ
と
戸
を
閉
て
冷
泉
永
宣

叫
虫
は
人
刺
さ
せ
じ
と
恩
は
ね
ど
訪
は
る
る
こ
と
ぞ
疎
く
な
り
行

く

(

雑

中

・

一

六

六

0
・
Rベむ

ω
ふ
り
に
し
監
に
な
り
て
荒
れ
ぬ
る
甘
露
寺
元
長

み
青
島
は
叫
も
霞
み
て
白
雪
の
ふ
り
に
し
虫
に
春
は
剰
に
け
り

(
春
上
・
一
・
藤
原
良
経
)

ま
ず
お
に
お
い
て
は
、
釘
の
「
森
の
雫
」
と
「
し
ら
露
」
の
共
通

性
か
ら
、
村
上
天
皇
詠
を
本
歌
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
却
が
付
い
て

も
、
本
歌
の
資
格
は
動
か
な
い
。
次
に
、
却
/
却
で
は
、
「
里
」
・
「
来
」

の
共
通
の
需
に
加
え
て
、
犯
の
本
歌
の
作
者
西
行
か
ら
吉
野
が
連
相

さ
れ
、
却
の
藤
原
良
経
詠
に
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
行
と
吉

野
を
め
ぐ
る
説
話
の
存
在
か
ら
は
、
言
わ
ば
「
西
行
↓
吉
野
」
と
い

う
寄
合
を
想
像
さ
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
別
の
寄
合
を
導
入

す
る
と
、
新
た
な
る
連
認
の
根
拠
が
浮
か
び
上
が
る
。

『連
珠
合
壁

集
』
に
は
、

-67 -



隠
家
↓
吉
野
山

の
寄
合
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寄
合
の
典
拠
に
は
、
古
今
集
・

雑
下
・
九
五

0
・
読
人
不
知
の
、

材
討
矧
例
叫
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
と
き
の
閥
割
に

せ
む

が
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
を
(
セ
)
に
補
入
し
て
み
よ
う
。

(
ぜ
)

沼
野
に
も
叫
に
も
行
き
や
ら
ぬ
道
高
倉
範
久

お
ぼ
つ
か
な
野
に
も
叫
に
も
は
叫
舗
の
何
ご
と
を
か
は
思
ひ
置
く

ら

む

(

秋

下

・

四

六

五

・

村

土

天

皇

)

却
隠
家
は
入
来
さ
せ
じ
と
戸
を
閉
て
冷
泉
永
宣

岬
虫
は
人
刺
さ
せ
じ
と
恩
は
ね

E
訪
は
る
る
こ
と
ぞ
疎
く
な
り
行

く

(

雑

中

・

一

六

六

0
・
同

's

em閣
朝
岬
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
と
き
の
隠
家
に

せ

む

(

古

今

集

・

雑

下

・

九

五

0
・
読
人
不
知
)

伯
ふ
り
に
し
虫
に
な
り
て
荒
れ
ぬ
る
甘
露
寺
元
長

岡
剛
聞
は
岬
も
霞
み
て
白
雪
の
ふ
り
に
し
虫
に
春
は
剰
に
け
り

(
春
上
・
一
・
藤
原
良
経
)

す
な
わ
ち
、
岨
の
本
歌
の
「
吉
野
」
は
、
犯
の
本
歌
の
作
者
西
行

と
、
典
拠
も
含
め
た
寄
合
に
連
相
の
根
拠
を
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
犯
に
「
山
」
が
詠
ま
れ
た
こ
と
で
、
山
類
の
句
去
区
間
(
詠
む

こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
区
間
)
が
発
生
し
、
岨
で
は
「
吉
野
山
」
を
詠

む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
元
長
は
、
「
み
吉
野
は
山
も
」

の
部
分
で
は
な
く
、
「
ふ
り
に
し
里
」
を
詞
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
昌
の
句
の
表
面
か
ら
寄
合
の
痕
跡
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。

④
は
、
寄
合
が
介
在
し
て
本
歌
が
連
想
さ
れ
る
と
い
う
、
最
も
高

度
な
技
法
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四
、
最
後
に

本
稿
は
、
前
稿
で
紹
介
し
た
「
新
古
今
集
調
連
歌
」

察
し
た
。

第
二
章
で
は
当
該
連
歌
に
採
用
さ
れ
た
本
歌
を
分
析
し
た
。
そ
し

て
、
連
衆
が
新
古
今
集
か
ら
無
作
為
に
本
歌
を
選
択
し
て
い
る
こ
と

を
導
い
た
。
本
歌
に
窓
意
的
な
偏
り
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
.次

い
で
第
三
章
で
は
、
付
合
の
形
式
を
考
察
し
た
。
そ
れ
を
四
種

に
分
類
し
、
次
の
本
歌
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
契
機
を
探
究
し
た
。
最

も
高
度
な
付
合
形
式
と
考
え
ら
れ
た
④
の
場
合
で
さ
え
、
句
・
本
歌

と
寄
合
と
の
語
句
の
共
通
性
に
、
連
想
の
根
拠
が
置
か
れ
て
い
た
.

従
っ
て
、
よ
り
E
し
く
は
、
本
歌
の
選
択
は
全
く
無
作
為
に
行
わ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
本
歌
の
選
択
に
傾
向
と
い
え
る
ほ
ど

の
も
の
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
全
く
適
当
に
遺

の
内
容
を
考
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ば
れ
た
の
で
は
な
い
。
本
歌
は
、
前
句
全
体
と
の
共
通
性
を
基
準
と

し
て
、
新
古
今
集
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
三
》
。

連
衆
は
新
古
今
集
全
体
を
偏
り
な
く
記
憶
す
る
必
要
が
あ
り
、
し

か
も
そ
の
記
憶
は
和
歌
の
言
葉
(
調
を
含
む
)
に
主
要
な
重
き
が
あ

る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
当
該
連
歌
は
、
そ
の
記
憶
を
よ
り
強
固

に
す
る
た
め
の
訓
練
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
【
一
一

r
一
見
す
れ
ば
認
識
で

き
る
よ
う
な
言
葉
の
共
通
性
に
基
づ
く
付
合
が
多
い
と
い
う
、
第
三
一

章
の
結
論
も
そ
の
証
左
で
あ
る
。
寄
合
を
介
在
さ
せ
る
④
は
確
か
に

高
度
な
技
法
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
連
歌
の
立
場
で
い
え
ば
、

最
も
連
歌
ら
し
い
、
基
本
的
な
技
法
で
あ
る
。
基
本
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
高
度
に
見
え
る
の
は
、
①
1
③
が
あ
ま
り
に
も
単
純
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
連
衆
に
は
付
合
に
複
雑
な
趣
向
を
凝
ら
す
ほ
ど
の
余

裕
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
連
想
の
単
調
さ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、

芸
術
作
品
と
し
て
よ
り
も
、
連
衆
の
訓
練
と
し
て
、
当
該
連
歌
の
存

在
意
義
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
は
、
前
稿
(
小
山
順
子
・
竹
島
一
希
「
「
新
古
今
集

詞
連
歌
」
翻
刻
と
紹
介
」
)
(
「
京
都
大
学
園
文
学
論
叢
」
第
一
八
号
)
に
拠

る
。
ま
た
、
新
古
今
集
の
本
文
・
歌
番
号
は
、
田
中
裕
・
赤
瀬
信
菩
枝
注
『
新

古
今
和
歌
集
』
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系

u
・
岩
波
書
庖
・
平
成
四
年
一
月

発
行
)
に
拠
る
。
時
に
注
記
し
な
い
限
り
、
他
の
和
歌
は
新
編
国
歌
大
観
(
角

川
書
庖
)
に
拠
る
.
但
し
、
連
歌
本
文
・
歌
本
文
は
、
適
宜
漢
字
に
改
め
、

踊
り
字
は
聞
い
た
。
連
衆
名
は
、
官
職
等
を
省
昔
、
前
稿
で
同
定
し
た
名
で

記
し
た
。

〈注〉(
一
)
本
稿
で
は
、
「
調
」
と
「
言
葉
」
を
区
別
し
て
使
用
す
る
.
「
調
」
は

特
定
の
和
歌
の
調
章
と
い
う
意
味
の
み
で
用
い
、
そ
れ
以
外
の
場
合

は
「
言
葉
」
を
用
い
る
。

(一一
)

8
「
欄
割
削
叫
叫
秋
ぞ
な
り
ゆ
く
」
と
田
「
谷
狭
み
割
引
制
劇
叫
か

く
ろ
ひ
て
」
の
二
句
は
、
同
一
の
「
立
岡
山
欄
剖
岡
引
叫
な
る
ま
ま

に
割
引
制
劇
倒
そ
よ
ぐ
な
る
か
な
」
(
秋
下
・
四
五
一
・
俊
恵
)
に
依

拠
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
賦
鞠
の
原
則
に
反
し
て
い
る
。
本
来
、
各

句
は
異
な
る
賦
駒
を
と
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
聯
句
の
韻
宇
田

影
響
を
受
け
た
賦
鞠
に
あ
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
能
勢
朝
次

『
聯
句
と
連
歌
』
〈
『
能
勢
朝
次
著
作
集
第
七
巻
連
歌
研
究
』
〔
恩

文
閣
出
版
・
昭
和
五
七
年
七
月
発
行
)
所
収
〉
第
四
章
合
一
)
(
ロ
)

「
賦
物
の
起
因
|
|
物
の
唱
の
歌
」
七
九
頁
審
照
.

ま
た
、
当
骸
連
歌
の
却
「
夜
半
に
危
き
橋
ぞ
古
り
た
る
」
に
は
新
古

今
集
調
と
指
摘
で
き
る
箇
所
が
存
在
し
な
い
.
新
編
国
歌
大
観
の
範

囲
で
は
、
本
歌
と
い
え
る
ほ
ど
の
重
な
り
を
も
っ
歌
も
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
何
ら
か
の
誤
解
、
誤
伝
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
疑
わ
せ

る
.
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(
三
)
前
稿
に
お
い
て
、
本
歌
を
一
一
首
想
定
し
た
句
出
入
句

(
1
・
6
・
謁

・
岨
・
岨
・
団
・
田
・
随
)
あ
っ
た
。
以
下
の
表
で
は
、
両
首
と
も

数
え
上
げ
の
対
象
と
し
て
い
る
。
例
え
ぽ
、
発
句
で
は
、
藤
原
定
家

詠
と
源
季
広
詠
の
三
首
を
本
歌
と
考
え
た
が
、
こ
の
場
骨
、
表
ー
の

作
者
別
被
選
歌
数
で
は
、
藤
原
定
家
一
首
、
源
事
広
一
首
と
数
え
た
.

(
四
}
当
該
連
歌
の
町
に
新
古
今
集
六
七
番
歌
か
ら
摂
取
さ
れ
た
詞
は
、
「
松

島
や
雄
島
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
同
一
歌
の
「
漉
に
荒
ら
す
な
」
の

詞
が
制
の
調
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
六
七
番
歌
の
他
出
状
況
を
示
し

た
.

(
五
)
各
秀
歌
還
は
、
以
下
に
拠
る
。

『
近
代
秀
歌
』
・
『
詠
歌
大
概
』
・
橋
本
不
美
男
・
有
吉
保
・
藤
平

春
男
校
注
『
歌
論
集
』
{
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
卸
小
学
館
・

平
成
一
四
年
一
月
発
行
)

『
詠
歌
一
体
(
甲
本
・
乙
本
)
』
・
・
・
久
松
潜
一
編
校
『
歌
輪
集
一
』

(
三
弥
井
書
唐
・
昭
和
四
六
年
三
月
発
行
}

『
近
来
風
体
』
・
・
佐
々
木
孝
浩
・
小
川
剛
生
・
小
林
強
・
小
林
大

輔
校
注
『
歌
論
歌
学
集
成
第
十
巻
』
士
一
一
弥
井
書
庖
・
平
成
一
一

年
五
月
発
行
)

『
自
讃
歌
』
・
・
・
黒
川
昌
享
・
主
淑
英
編
『
自
讃
歌
古
注
十
種
集
成
』

(
桜
楓
社
・
昭
和
六
三
年
九
月
発
行
)

(
六
)
前
稿
で
は
、
連
衆
の
「
冷
泉
前
中
納
言
」
を
、
冷
泉
永
宣
ま
た
は
下

冷
泉
轟
隆
と
推
定
し
た
。
本
稿
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
冷

泉
、
氷
宣
に
統
一
し
て
い
る
。
な
お
、
『
国
書
人
名
辞
典
』
(
岩
渡
書
庖
)

の
「
冷
泉
永
宜
」
の
項
目
に
は
、
当
該
連
歌
が
一
座
し
た
作
品
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
七
)
本
稿
で
は
、
前
稿
と
異
な
り
、
前
後
の
句
・
本
歌
と
の
共
通
箇
所
、

ま
た
は
特
に
強
制
し
た
い
箇
所
に
傍
曲
融
専
を
付
し
た
.
句
と
そ
の
本

歌
の
共
通
箇
所
在
一
市
す
も
の
で
は
な
い
.

〔
八
)
崎
町
本
歌
の
定
家
詠
は
輯
旅
の
部
に
入
集
し
て
い
る
。
国
帽
旅
の
歌
に

狩
猟
の
趣
向
を
読
み
取
る
こ
・
ど
は
不
必
要
で
あ
る
が
、
述
べ
来
た
っ

た
表
層
的
な
言
葉
の
共
通
性
を
考
慮
に
入
れ
て
、
句
の
「
小
鷹
狩
り
」

は
「
か
り
衣
」
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
内
容
面

で
は
、
岨
は
叫
の
「
島
」
を
「
小
鷹
」
と
具
体
的
に
付
け
な
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
品
一
句
で
は
、
「
あ
は
れ
」
を
「
知
る
」
の
が
「
烏
」

な
の
か
、
「
鳥
田
声
々
」
を
聞
い
て
い
る
人
な
の
か
判
然
と
し
な
い
固

だ
が
、
岨
は
そ
れ
を
前
者
に
決
定
す
る
。
小
鷹
狩
り
が
終
わ
り
、
鷹

に
骨
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
獲
物
の
「
鳥
」
た
ち
は
、
生
の

は
か
な
さ
と
い
う
「
あ
は
れ
」
を
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
句

意
に
な
る
。
つ
ま
り
、
付
合
で
は
「
小
鷹
狩
り
」
が
趣
向
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
、
そ
れ
を
「
か
り
衣
」
が
基
礎
付
け
て

い
る
と
解
す
る
方
が
確
実
性
部
高
い
で
あ
ろ
う
。

〔
九
)
『
連
珠
合
壁
集
』
は
、
木
藤
才
蔵
・
重
松
裕
巳
校
注
『
連
歌
論
集

一
』
(
三
弥
井
書
唐
・
昭
和
四
七
年
四
月
発
行
)
に
拠
る
。

な
お
、
「
水
上
↓
山
の
嵐
」
は
、
『
連
味
合
壁
集
』
に
、
見
出
し
語
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「
水
上
」
の
も
と
、
「
山
町
嵐
」
が
寄
合
語
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
す
。

〔一

O
)
『
連
珠
合
壁
集
』
の
原
文
で
は
、

水
上
ト
ア
ラ
パ
、

涙
川
紅
葉
流
れ
て

酬
明
4
r

よ
待
て
一
百
聞
は
む
水
上
は
い
か
ば
か
り
吹
く

J

叫
明
則
ぞ
責
宗

と
な
っ
て
い
る
。
「
山
の
嵐
」
に
傍
線
を
付
す
こ
と
で
、
見
出
し
語
「
水

上
」
と
傍
線
部
が
寄
合
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
「
嵐
」

の
項
目
に
は
、
「
嵐
ト
ア
ラ
パ

-

a

a

水
上
』
と
あ
る
。
こ
の
寄
合
が

和
歌
を
典
拠
と
す
る
旨
の
注
記
で
あ
る
が
、
具
体
的
で
は
な
い
。
と

は
い
え
、
こ
の
二
つ
の
見
出
し
語
が
逆
の
闘
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
か
ら
、
「
嵐
↓
水
上
」
の
根
拠
も
新
古
今
集
歌
で
あ
る
と
考

え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

(
一
一
)
源
氏
詞
を
各
句
に
取
る
源
氏
詞
連
歌
に
お
い
て
も
、
源
氏
調
は
、

前
後
の
句
の
詞
の
「
出
典
と
な
る
場
面
中
に
共
通
し
て
存
在
す
る
、

表
現
や
情
趣
」
等
部
起
点
と
な
っ
て
選
び
取
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
第

三
章
の
③
に
通
じ
る
技
法
で
あ
る
。
安
達
敬
子
「
室
町
連
歌
に
お
け

る
原
典
の
受
容
|
|
「
源
氏
調
連
歌
」
-
一
種
|
|
」
〈
『
源
氏
世
界
の

文
学
』
(
清
文
堂
出
版
平
成
一
七
年
三
月
発
行
)
所
収
〉
二
九
七

1

-一一

O
O頁
審
照
。

(
二
一
)
当
該
連
歌
と
同
時
期
で
、
ほ
ぽ
同
じ
連
最
に
よ
る
大
永
年
聞
の
源

氏
詞
連
歌
が
「
源
氏
詞
訓
練
の
営
為
」
で
あ
る
こ
と
は
、
注
一
一
前

掲
論
文
三
二

O
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

[
付
記
]
本
稿
は
、
平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨

励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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